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On the Inanimate Subject Causative Sentences in  
Chinese that Describe Adhesion of Foreign Substances  

to the Body

Fei Li

Abstract

　　The Inverted Causative Structure in Chinese―famous for its unusual 
word order―has been explored by linguists interested in the linguistic 
theory of causativity or thematic relations. However, there exists ambi-
guity regarding the situations in which people can, or cannot, apply this 
construction. Additionally, it is pertinent to examine how an inanimate 
thing, used as an object of a verb, can stand as the subject in this con-
struction.
　　This study investigated the sentences that describe the situation 
where touching something causes a foreign object to adhere to the body 
of the agent. In addition to the inverted causative structure, two other 
constructions can also describe the same adhesion situation. These three 
types of constructions are as follows : ① S V 了 一 N 異物（foreign sub-
stances），② V 了 我 一 N 異物（foreign substances）, and ③ S（inani-
mate subject） V 了 我 一 N 異物（foreign substances）. Among them, 
type ① is the most normal expression to describe the whole adhesion 
event. Type ② is a marked construction in two respects : first, it is has 
no subject ; second, the agent 我（I） comes after the verb. Owing to 
these marked grammatical characteristics, type ② is often applied when 
users are unable to anticipate that foreign substances would adhere to 
their body. Type ③ is the so-called inverted causative construction. Ob-
servation of real-life examples （sentences） on social media （Weibo） re-
vealed that this construction can be applied only when the person unin-
tentionally touches something―unintentionality is a necessary condition 
for the validity of this construction. As there is no intentionality, we have 
to ascribe the cause of adhesion to inanimate things, and thus, an inani-
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mate ex-object becomes the subject in this construction. In addition to 
these three types, there is a construction that also has the inanimate sub-
ject : S（foreign substances） V 了 我 一 N. This study examined why the 
verb 摸 could not appear in this construction from the perspective of in-
tentionality.
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「
異
物
付
着
」
を
表
す
中
国
語
の
無
生
物
主
語
使
役
文

李　
　
　
　
　

菲

1
　
は
じ
め
に

　

本
論
文
は
、「
何
ら
か
の
外
的
要
因
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
体
に
異
物
が
付
着
す
る
」
こ
と
を
表
す
次
の
よ
う
な
「
Ｓ
（
無
生
物

主
語
） 

Ｖ
（
動
詞
） 

了 

我 

一 

Ｎ
（
名
詞
）」
構
文
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
1
）　

这
张
桌
子 

摸 

了 

我 

一
手 

 

油
。（
孙
天
琦
等
2
0
1
5
）

こ
の
机 

さ
わ
る 

Ａ

（
1
（Ｓ

Ｐ 

私 

手
い
っ
ぱ
い
の 

油

「
こ
の
机
を
さ
わ
っ
た
ら
、
手
に
油
が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。」

　
「
異
物
の
付
着
」
を
表
す
（
1
）
の
よ
う
な
構
文
は
、
動
作
手
で
あ
る
「
我
（
私
）」
が
目
的
語
の
位
置
に
置
か
れ
、
一
方
動
作
対
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象
と
な
る
モ
ノ
が
主
語
（
Ｓ
）
の
位
置
に
現
れ
る
点
で
、
通
常
の
中
国
語
の
文
と
異
な
る
。（
1
）
の
文
か
ら
読
み
取
れ
る
客
観
的

な
事
実
は
、「
私
（
我
）
が
こ
の
机
（
这
张
桌
子
）
を
さ
わ
る
（
摸
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
手
が
油
ま
み
れ
に
な
っ
た
」
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
事
態
に
お
い
て
、
動
作
主
は
「
我
（
私
）」、
動
詞
は
「
摸
（
さ
わ
る
）」、
動
作
対
象
は
「
这
张
桌
子
（
こ
の
机
）」
で
あ
る
の

で
、
通
常
の
中
国
語
の
語
順
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
1’
）　

我 
摸 

这
张
桌
子
， 

摸 

了 

一
手 

 

油
。

私 

さ
わ
る 
こ
の
机　

 

さ
わ
る 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

手
い
っ
ぱ
い
の 

油

「
私
が
こ
の
机
を
さ
わ
っ
て
、
手
に
油
が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。」

（
1’
）
と
（
1
）
と
の
太
字
の
部
分
を
比
較
さ
れ
た
い
。（
1’
）
の
主
語
（
動
作
主
の
「
我
」）
が
上
の
（
1
）
で
は
目
的
語
に
、

（
1’
）
の
目
的
語
（
動
作
対
象
の
「
这
张
桌
子
」）
が
（
1
）
の
主
語
と
な
っ
て
お
り
、（
1
）
は
「
動
作
対
象
＋
動
詞
＋
動
作
主
」

と
い
う
不
思
議
な
語
順
を
も
つ
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
動
作
主
と
動
作
対
象
の
位
置
が
反
転
す
る
文
は
、
そ
の
特
異
な
構

造
か
ら
従
来
の
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
、「
倒
置
使
役
文
（
倒
置
致
使
句
）」
な
ど
の
名
称
で
よ
ば
れ
、
主
に
使
役
構
文
や
動
詞
の

意
味
構
造
の
観
点
か
ら
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
ま
た
次
章
で
み
て
い
く
が
、
本
稿
で
は
（
1
）
の
よ
う
な

構
文
が
表
す
「
異
物
の
付
着
」
の
事
態
に
注
目
し
、
動
作
対
象
が
主
語
に
立
つ
（
1
）
の
よ
う
な
文
の
成
立
基
盤
お
よ
び
そ
の
表
現

機
能
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

こ
の
問
題
に
あ
わ
せ
て
、
本
稿
の
も
う
一
つ
の
関
心
は
、（
1
）
の
よ
う
な
「
異
物
付
着
」
の
事
態
に
お
い
て
、
事
態
を
構
成
し
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て
い
る
動
作
者
（
自
分
自
身
）
や
参
与
物
が
中
国
語
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
言
語
化
さ
れ
て
い
る
か
に
あ
る
。
例
え
ば
（
1
）
の

「
机
を
さ
わ
っ
て
、
机
の
油
が
手
に
つ
く
」
と
い
う
事
態
は
、
動
作
対
象
と
動
作
主
が
逆
さ
に
な
っ
た
（
1
）
の
文
だ
け
で
な
く
、

通
常
語
順
の
（
1’
）
の
文
に
よ
っ
て
言
語
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
主
語
の
な
い
次
の
よ
う
な
表
現
も
実
例
で
は
頻
繁
に

見
ら
れ
る
。

（
1”
）　

摸 
了 

我 

一
手 

 

油
。

さ
わ
る 

Ａ
Ｓ
Ｐ 
私 

手
い
っ
ぱ
い 

油

「
手
に
油
が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。」

こ
の
ほ
か
実
は
、「
付
着
物
」
で
あ
る
「
油
」
を
主
語
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
2
）　

油 

蹭 

了 

我 
一
手
。

油 

つ
く 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

私 

手
い
っ
ぱ
い

「
油
が
手
に
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。」

（
1”
）
や
（
2
）
の
よ
う
な
文
は
従
来
の
研
究
で
は
、
あ
ま
り
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な

（
2
（

い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
中
国
語
で
は

「
異
物
が
体
に
付
着
す
る
」
と
い
う
事
態
を
言
語
化
す
る
の
に
実
に
様
々
な
構
文
、
表
現
方
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
意
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味
や
、
事
態
へ
の
と
ら
え
方
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
る
「
倒
置
使
役
文
」
に
焦
点
を
置
き
つ
つ
、
こ
う
し
た
異
な
る
表
現
方
法
間
の
差
異
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

（
3
（

い
。

2
　
倒
置
使
役
文
を
め
ぐ
る
問
題

2
．
1
　
倒
置
使
役
文
の
実
態

　

こ
の
章
で
は
、「
倒
置
使
役
文
」
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
、
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
ふ
れ
つ
つ
、
今
回
の
研
究
課
題

に
至
っ
た
経
緯
や
動
機
に
つ
い
て
述
べ
る
。
筆
者
が
「
倒
置
使
役
文
」
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る
日
突
然
、
自
分

が
話
し
て
い
る
次
の
中
国
語
の
文
が
不
思
議
な
形
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
た
め
で
あ
る
。

（
3
）　

等 

了 

我 

一
天

待
つ 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

私 

一
日

「
一
日
待
た
さ
れ
た
。」

　

こ
の
文
は
、「
荷
物
が
届
く
の
を
待
っ
て
い
た
ら
、
つ
い
に
夜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
き
に
発
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。「
待
っ
て

い
た
」
の
は
自
分
で
あ
る
の
で
、
本
来
な
ら
次
の
「
動
作
主
＋
動
詞
＋
時
間
」
の
語
順
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。



「異物付着」を表す中国語の無生物主語使役文7

（
3’
）　

我 

等 

了 

一
天

私 

待
つ 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

一
日

「
私
は
一
日
待
っ
た
」

　
（
3
）
と
（
3’
）
は
ど
ち
ら
も
正
し
い
文
で
あ
る
が
、
意
味
は
異
な
る
。（
3’
）
は
シ
ン
プ
ル
に
「
一
日
待
っ
た
」
こ
と
を
表
し
て

い
る
の
に
対
し
、（
3
）
の
ほ
う
は
動
作
主
の
「
私
（
我
）」
が
目
的
語
の
位
置
に
あ
る
た
め
な
の
か
、「
自
分
の
意
図
に
反
し
て
、

一
日
も
待
た
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
被
害
の
意
味
が
感
じ
ら
れ

（
4
（

る
。（
3
）
と
（
3’
）
の
よ
う
な
対
立
が
中
国
語
に
存
在
す
る
こ
と

が
わ
か
り
、
す
ぐ
に
先
行
研
究
を
調
べ
始
め
た
の
だ
が
、
先
行
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
（
1
）
や
、
次
の
よ
う
な

例
で
あ
る
。

（
4
）　

那
个
报
告	

 

写 

了 
我 

一
晚
上
。（
郭
姝
慧
2
0
0
6
）

そ
の
レ
ポ
ー
ト 

書
く 

Ａ
Ｓ
Ｐ 
私 

一
晩

「
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
る
の
に
、
一
晩
か
か
っ
た
。」

（
5
）　

那
碗
面	

 

吃 

了 

他 

一
头
汗
。（
郭
姝
慧
2
0
0
6
）

そ
の
ラ
ー
メ
ン 

食
べ
る 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

彼 

額
い
っ
ぱ
い
汗

「
そ
の
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
せ
い
で
、
彼
は
額
い
っ
ぱ
い
の
汗
を
か
い
た
。」
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逐
語
訳
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、（
4
）（
5
）
も
（
1
）
と
同
様
、「
主
語
（
動
作
対
象
）
＋
動
詞
＋
目
的
語
（
動
作
主
）」
の
構

造
を
も
つ
。
従
来
の
研
究
は
こ
う
し
た
文
に
対
し
、
主
語
と
目
的
語
の
文
中
で
の
位
置
が
反
転
し
た
形
で
あ
る
と
し
、「
反
转
使
役

结
构
（Inverted Causative Structure

）」（Gu 1997

）、「
倒
置
致
使
句
（
倒
置
使
役
文
）」（
郭
姝
慧
2
0
0
6
）
な
ど
の
名
で

よ
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
こ
こ
で
、
動
作
主
が
目
的
語
の
位
置
に
あ
る
が
、
主
語
を
も
た
な
い
（
3
）
の
よ
う
な
文
は
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
か
と
い

う
問
題
が
出
て
く
る
。
な
お
、（
3
）
の
よ
う
な
主
語
な
し
の
文
は
、
主
語
を
も
つ
（
4
）（
5
）
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出

現
率
が
高
い
。
李
2
0
2
1
で
は
Ｃ
Ｃ
Ｌ
、
Ｂ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
コ
ー
パ
ス
を
使
い
、「
倒
置
使
役
文
」
の
実
例
検
索
を
行
っ
た
が
、
実

例
は
少
な
い
。
代
わ
り
に
（
3
）
の
よ
う
な
主
語
を
欠
い
た
文
が
多
く
見
つ
か
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｃ
で
検
出
さ
れ
た
例
を
一
つ
再
掲
す
る
。

（
6
）　

盖
子 

拧
不
开
，  

拧　
　
　

了　
　
　

我　
　
　

一
身
汗
。（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）

蓋 

開
け
ら
れ
な
い 

ね
じ
る 
Ａ
Ｓ
Ｐ 

私 

全
身
の
汗

「
蓋
を
開
け
ら
れ
ず
、
ね
じ
っ
て
い
た
ら
汗
だ
く
に
な
っ
た
。」

　

下
線
部
の
「
拧
了
我
一
身
汗
」
は
（
3
）
の
「
等
了
我
一
天
」
と
同
様
、「
動
詞
＋
了
＋
動
作
主
（
我
）
＋
一
Ｎ
」
と
い
う
構
造

を
も
ち
、
話
し
手
自
身
が
「
ね
じ
る
」
と
い
う
動
作
を
す
る
中
で
「
全
身
汗
だ
く
」
に
な
っ
た
こ
と
を
表
す
。（
3
）
は
「
ま
さ
か

一
日
待
た
さ
れ
た
と
は
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
の
と
同
様
、（
6
）
の
下
線
部
に
は
「
ま
さ
か
蓋
を
ね
じ
っ
て
開
け
る
く
ら
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い
の
こ
と
で
、
全
身
汗
だ
く
に
な
る
と
は
」
と
い
う
意
味
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
た
い
の
は
、
下
線
部
に
主
語
が

現
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、「
ね
じ
る
」
の
動
作
対
象
で
あ
る
「
蓋
（
盖
子
）」
を
主
語
に
し
た
、「
盖
子
拧
了
我
一

身
汗
」
が
本
当
に
正
し
い
文
と
し
て
成
立
す
る
か
ど
う
か
は
母
語
話
者
の
筆
者
で
あ
っ
て
も
、
即
答
し
づ
ら
い
。
し
た
が
っ
て
、
主

語
つ
き
の
、
い
わ
ゆ
る
「
倒
置
使
役
文
」
と
い
う
構
文
は
本
当
に
実
例
の
レ
ベ
ル
で
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
う
い

う
文
脈
、
状
況
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
突
き
止
め
、
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
「
異
物
付
着
」
の
事
態
を
表

す
主
語
あ
り
の
「
倒
置
使
役
文
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
迫
っ
て
み
た
い
。

2
．
2
　
無
生
物
主
語
の
使
役
文

　

以
上
は
「
倒
置
使
役
文
」
と
よ
ば
れ
る
文
の
実
態
で
あ
る
。
動
作
対
象
が
主
語
と
な
る
こ
の
構
文
は
、
従
来
、
無
生
物
主
語
の
使

役
構
文
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
郭
姝
慧
2
0
0
6
は
「
倒
置
使
役
文
」
が
一
種
の
「
使
役
構
造
（causative construc-

tion

）」
で
あ
る
と
し
、
文
の
主
語
（
本
来
の
動
作
対
象
）
を
使
役
主
（causer

）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
周
红
2
0
0
6
で
も
、

「
倒
置
使
役
文
」
は
結
果
事
態
の
原
因
を
「
動
作
対
象
（〝
客
体
〟）」
に
求
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
使
役
構
文
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
孙
天
琦
等
2
0
1
5
は
「
倒
置
使
役
文
」
を
「
潜
在
動
補
構
造
（〝
隐
性
述
结
式
〟）」
と
よ
び
、
動
詞
の
意

味
構
造
の
理
論
を
援
用
し
、
ゼ
ロ
形
式
（〝
隐
性
〟）
の
補
語
述
語
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
動
作
対
象
が
結
果
事
態
の
原
因
（
＝
使
役

主
）
と
し
て
文
の
主
語
に
立
つ
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
興
味
深
く
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
石
村
2
0
2
0
は
、
次
の
例
文
を
取
り
上

げ
、「
倒
置
使
役
文
」
が
使
役
文
と
し
て
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
や
使
役
性
の
由
来
に
つ
い
て
推
論
し
て
い
る
。
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（
7
）　

这
盆
脏
衣
服 

 

洗 

了 

我 

一
身
汗
。（
石
村
2
0
2
0
）

こ
の
た
ら
い
の
汚
れ
た
服 

洗
う 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

私 

全
身
の
汗

「
こ
の
た
ら
い
に
入
っ
て
い
る
汚
れ
た
服
を
洗
っ
て
い
た
ら
、
全
身
汗
だ
く
に
な
っ
た
。」

石
村
2
0
2
0
に
よ
れ
ば
、（
7
）
は
「
我
洗
了
一
身
汗
（
洗
っ
た
ら
、
全
身
汗
だ
く
に
な
っ
た
）」
と
い
う
自
動
詞
文
が
、「
外
的

使
役
主
（〝
外
在
致
事
〟）」
で
あ
る
「
这
盆
脏
衣
服
（
こ
の
た
ら
い
の
汚
れ
た
服
）」
を
新
た
に
主
語
に
し
、
そ
し
て
本
来
の
自
動
詞

文
の
主
語
で
あ
る
「
我
（
私
）」
が
目
的
語
の
位
置
に
移
動
し
た
こ
と
で
生
じ
た
使
役
構
造
で
あ
る
と
し
、（
7
）
の
使
役
性
は
こ
の

移
動
に
よ
る
も
の
と
推
論
し
て
い

（
5
（

る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
倒
置
使
役
文
」
は
一
種
の
使
役
文
で
、
動
作
対
象
が
結
果
事
態
を
生
じ
さ
せ
た
原
因

（
使
役
主
）
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
、「
倒
置
使
役
文
」
の
実
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
来
は
動

作
の
対
象
で
あ
る
無
生
物
を
、
事
態
全
体
の
原
因
と
み
な
し
、
主
語
に
立
て
る
こ
と
は
決
し
て
一
般
的
な
こ
と
で
は
な
い
。
特
に
、

使
役
構
文
に
お
い
て
、
事
態
の
原
因
や
使
役
主
に
な
る
の
は
通
常
、
行
為
の
主
体
で
あ
る
人
間
な
ど
の
有
生
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、（
7
）
を
例
に
考
え
て
み
よ
う
。
話
し
手
が
あ
る
日
、
た
ら
い
に
入
っ
て
い
る
汚
れ
た
服
を
自
力
で
洗
っ
て
い
た
ら
、

全
身
汗
だ
く
に
な
っ
た
と
し
よ
う
。
で
は
、「
汗
だ
く
に
な
っ
た
」
と
い
う
結
果
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
原
因
事
態
は
何
か
と
言
わ

れ
る
と
、
真
っ
先
に
考
え
つ
く
の
は
、
恐
ら
く
「
服
を
自
力
で
洗
お
う
と
し
た
こ
と
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、「
服
を
洗
う
」
行

為
自
体
が
原
因
で
あ
る
。
実
際
、
行
為
自
体
が
原
因
と
し
て
主
語
の
位
置
に
立
つ
「
Ｖ
Ｏ 

Ｖ
了
我
一
身
汗
」
の
文
は
実
例
が
多
い
。
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（
8
）　

洗 

衣
服 

洗 

了 

我 

一
身
汗

洗
う 

服 

洗
う 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

私 

全
身
の
汗

「
服
を
洗
っ
た
ら
、
全
身
汗
だ
く
に
な
っ
た
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
通
常
は
行
為
自
体
が
結
果
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
し
て
見
な
さ
れ
や
す
い
の
に
も
関
わ
ら

（
6
（

ず
、（
7
）
の
よ
う
に

行
為
を
差
し
置
い
て
ま
で
、
行
為
の
対
象
で
あ
る
無
生
物
を
原
因
と
し
て
主
語
に
立
て
る
動
機
や
表
現
機
能
は
何
か
。「
倒
置
使
役

文
」
を
使
役
文
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
動
作
対
象
が
原
因
と
し
て
見
な
さ
れ
う
る
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿

で
は
、「
異
物
が
話
し
手
自
身
の
体
に
付
着
す
る
」
と
い
う
事
態
に
注
目
し
、「
倒
置
使
役
文
」
の
実
例
を
取
り
上
げ
、
動
作
対
象
が

事
態
の
原
因
と
な
る
動
機
に
つ
い
て
探
る
。
同
時
に
、
そ
れ
以
外
の
主
語
あ
り
文
（
例
文
（
2
））
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
同
じ
事

態
を
表
す
両
者
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

3
　「
異
物
付
着
」
を
表
す
倒
置
使
役
文

3
．
1
　
動
詞
「
摸
」
の
文

　

以
下
で
は
、「
異
物
付
着
」
の
事
態
を
表
す
「
倒
置
使
役
文
」
の
実
例
を
も
と
に
、
動
作
対
象
で
あ
る
無
生
物
が
事
態
を
引
き
起

こ
す
原
因
（
使
役
主
）
と
し
て
主
語
と
な
る
動
機
や
、
こ
う
し
た
構
文
を
用
い
る
話
者
の
事
態
に
対
す
る
と
ら
え
方
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
従
来
の
研
究
は
主
に
作
例
を
中
心
に
分
析
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
稿
で
は
実
際
の
用
例
に
こ
だ
わ
り
た
い
。
母
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語
話
者
の
語
感
に
頼
っ
て
作
ら
れ
た
作
例
に
比
べ
、
実
例
に
は
常
に
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る
前
後
文
脈
が
あ
り
、
か
つ
話
者
の
事
態
に

対
す
る
リ
ア
ル
な
感
じ
方
が
観
察
さ
れ
や
す
い
。
し
か
し
、「
倒
置
使
役
文
」
は
そ
の
特
異
な
構
造
か
ら
な
の
か
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ
と
い
っ

た
書
き
言
葉
が
メ
イ
ン
の
コ
ー
パ
ス
か
ら
は
検
出
さ
れ
に
く

（
7
（

い
。
一
方
、
近
年
中
国
語
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
人
気
の
高
い
、
短
文
投
稿

サ
イ
ト
「
微
博
（W

eibo

）」
で
は
、「
倒
置
使
役
文
」
の
実
例
を
検
出
で
き
る
。
李
2
0
2
3
で
は
す
で
に
「
微
博
（W

eibo

）」

の
実
例
を
も
と
に
、「
時
間
の
損
失
」
を
表
す
「
倒
置
使
役
文
」
と
そ
の
関
連
構
文
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
い
る
が
、
今
回
は
「
異

物
の
付
着
」
を
表
す
実
例
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
。

（
9
）　

我
妈
妈 

的 
小
电
驴 

 

后
座 

摸 

了 

我 

一
手 

 

灰　
（
微
博
）

私
の
母 

の 

ス
ク
ー
タ
ー 

シ
ー
ト 

さ
わ
る 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

私 

手
い
っ
ぱ
い 

ホ
コ
リ

「
母
の
ス
ク
ー
タ
ー
の
シ
ー
ト
を
さ
わ
っ
た
ら
、
ホ
コ
リ
が
手
に
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。」

（
10
）　

为
了 

换 

定
位
板 

卫
星
轴 

 

摸 

了 

我 

一
手 

 

油　
（
微
博
）

た
め
に 

変
え
る 

基
板 

キ
ー
ス
イ
ッ
チ 
さ
わ
る 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

私 

手
い
っ
ぱ
い 

油

「
基
板
を
変
え
る
と
き
、
キ
ー
ス
イ
ッ
チ
の
油
が
手
に
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。」

（
11
）　

就
说 

 

这
面
膜 

 

怎
么 

摸 
了 

我 

一
手
的 

 

粘
液　
（
微
博
）

そ
う
い
え
ば 

こ
の
パ
ッ
ク 

な
ぜ 

さ
わ
る 

Ａ
Ｓ
Ｐ 
私 

手
い
っ
ぱ
い
の 

ね
ば
ね
ば
し
た
も
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の「
そ
う
い
え
ば
、
な
ん
で
こ
の
パ
ッ
ク
を
さ
わ
る
と
、
手
が
ね
ば
ね
ば
す
る
の
。」

　
（
9
）
で
は
「
シ
ー
ト
（
后
座
）」
が
「
さ
わ
る
（
摸
）」
の
動
作
対
象
で
あ
り
つ
つ
、「
私
（
我
）
の
手
」
を
ホ
コ
リ
ま
み
れ
の
状

態
に
さ
せ
た
原
因
（
使
役
主
）
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。（
10
）
で
は
、「
キ
ー
ス
イ
ッ
チ
（
卫
星
轴
）」
が
「
私
（
我
）
の
手
」

を
油
ま
み
れ
の
状
態
に
さ
せ
た
原
因
で
あ
る
。（
11
）
で
は
、「
こ
の
パ
ッ
ク
（
这
面
膜
）」
が
ね
ば
ね
ば
の
原
因
で
あ
る
。
こ
こ
で

一
旦
、
こ
れ
ら
の
「
異
物
の
付
着
」
の
事
態
に
関
わ
る
参
与
者
、
参
与
物
つ
い
て
整
理
し
た
い
。（
9
）
～
（
11
）
は
と
も
に
、「
参

与
者
（
話
し
手
自
身
）
が
、
あ
る
モ
ノ
（
接
触
物
）
を
さ
わ
り
、
そ
し
て
そ
の
接
触
物
に
付
着
し
て
い
る
粘
着
物
が
話
し
手
の
手
に

つ
い
た
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
を
も
つ
。「
手
に
異
物
が
つ
く
」
と
い
う
結
果
事
態
を
も
た
ら
す
原
因
は
、「
接
触
物
に
さ
わ
る
」
と
い

う
行
為
と
、
異
物
の
出
と
こ
ろ
で
あ
る
接
触
物
。
で
は
、
な
ぜ
「
行
為
」
で
は
な
く
、
動
作
対
象
の
「
接
触
物
」
が
選
ば
れ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
行
為
（「
接
触
物
を
さ
わ
る
」）
の
ほ
う
が
そ
も
そ
も
「
原
因
」
に
な
れ
な
い
く
ら
い
、
弱
い
も
の
だ
か
ら
で
は
な
い
か
、

と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
際
、（
9
）
～
（
11
）
の
文
脈
を
見
る
と
、
動
詞
の
「
摸
」
は
「
さ
わ
る
」
と
い
う
積
極
的
な
動
作
と
い
う
よ
り
、「
話
し
手
が

意
図
せ
ず
に
、
何
か
に
ふ
れ
て
し
ま
う
」
程
度
の
消
極
的
な
も
の
と
推
測
で
き
る
。
た
と
え
ば
、（
9
）
で
は
話
し
手
が
ス
ク
ー
タ

ー
を
さ
わ
ろ
う
と
し
て
手
に
ホ
コ
リ
が
つ
い
た
の
で
は
な
く
、
ス
ク
ー
タ
ー
を
お
母
さ
ん
か
ら
借
り
て
乗
ろ
う
と
し
た
と
き
、
シ
ー

ト
の
ホ
コ
リ
が
手
に
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。（
10
）
は
キ
ー
ボ
ー
ド
の
修
理
で
基
板
を
い
じ
る
と
き
、
キ
ー
ス
イ
ッ
チ
の
油
が
手
に

つ
い
た
と
い
う
状
況
で
あ
る
。（
11
）
は
、
話
し
手
が
洗
顔
後
、
パ
ッ
ク
を
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
な
ぜ
か
パ
ッ
ク
に
ふ
れ
た
手
が
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ね
ば
ね
ば
す
る
、
と
い
う
状
況
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、（
9
）
～
（
11
）
に
お
い
て
、
主
語
と
動
詞
の
間
に
一
応
「
動
作
対
象
：

動
作
」
と
い
う
関
係
性
が
成
り
立
つ
も
の
の
、
動
作
者
で
あ
る
話
し
手
が
は
じ
め
か
ら
、
意
図
を
も
っ
て
主
語
の
接
触
物
を
さ
わ
ろ

う
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
別
の
行
為
を
す
る
中
で
、
た
ま
た
ま
そ
の
接
触
物
に
ふ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
接

触
物
に
は
あ
る
異
物
が
付
着
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
せ
い
で
話
し
手
自
身
に
も
異
物
が
付
着
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
話
し

手
は
「
接
触
物
を
さ
わ
ろ
う
と
し
た
」
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
行
為
自
体
が
「
異
物
付
着
」
の
原
因
に
は
な
り
に
く
い
。
そ
の
か
わ

り
、「
接
触
物
」
の
ほ
う
が
、
結
果
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
よ
り
直
接
的
な
原
因
（
使
役
主
）
と
し
て
、「
倒
置
使
役
文
」
の
主
語
と

な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

西
村
1
9
9
8
：
１
４
５
で
は
、
英
語
の
使
役
構
文
の
中
に
は
「
原
因
」
を
主
語
と
す
る
構
文
が
あ
る
こ
と
に
注
目

（
8
（

し
、
原
因
が

使
役
主
と
な
る
必
然
性
や
条
件
に
つ
い
て
、「
行
為
者
の
よ
う
に
特
種
の
変
化
を
引
き
起
こ
す
力
を
本
来
的
に
備
え
て
い
る
と
は
考

え
に
く
い
場
合
で
も
、
特
定
の
状
況
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
力
に
相
当
す
る
も
の
を
投
影
す
る
こ
と
が
可
能
な
対
象
で
あ
る
―

臨
時
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
見
な
さ
れ
て
い
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
観
点
を
ヒ
ン
ト
に
考
え
る
と
、（
9
）
～
（
11
）
の
主
語

は
ま
さ
に
「
臨
時
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
動
作
者
が
積
極
的
に
変
化
を
引
き
起
こ
そ
う
と
し
て
い
な
い

（
＝
接
触
物
を
さ
わ
ろ
う
と
し
て
い
な
い
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
接
触
物
自
体
の
力
、
性
質
（
＝
異
物
が
付
着
し
て
い
る
）
に
よ
っ

て
、
話
し
手
に
変
化
を
来
し
た
の
で
あ
る
（
＝
異
物
を
付
着
さ
せ
た
）。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
主
語
と
な
っ
て
い
る
接

触
物
は
も
は
や
、「
動
作
対
象
」
と
は
言
い
に
く
い
こ
と
が
わ
か
る
。
動
作
主
（
話
し
手
）
が
積
極
的
な
働
き
か
け
を
し
て
い
な
い

以
上
、
接
触
物
は
動
作
対
象
で
は
な
く
、「
異
物
の
出
と
こ
ろ
」
や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
以
上
の
説
に
対
し
検
証
を
し
て
み
た
い
。「
話
し
手
が
積
極
的
に
さ
わ
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
何
か
の
拍
子
に
異
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物
が
付
着
し
た
」
こ
と
が
（
9
）
～
（
11
）
の
成
立
条
件
な
ら
ば
、
逆
に
「
話
し
手
が
最
初
か
ら
意
図
を
も
っ
て
積
極
的
に
何
か
を

さ
わ
ろ
う
と
し
た
と
き
に
は
、
た
と
え
結
果
事
態
が
同
じ
で
も
、
接
触
物
を
主
語
に
し
た
「
倒
置
使
役
文
」
は
正
し
い
文
と
し
て
成

立
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
実
際
、「
意
図
的
行
為
」
を
表
す
次
の
主
語
な
し
の
実
例
を
、「
倒
置
使
役
文
」
に
変
換

で
き
な
い
。

（
12
）　

我
的
车
也
太
脏
了 
刚
去
后
备
箱
拿
东
西
摸
了
我
一
手

（
9
（
灰　
（
微
博
）

「
私
の
車
は
ま
ぁ
汚
い
。
さ
っ
き
ト
ラ
ン
ク
か
ら
も
の
を
出
そ
う
と
し
た
ら
、
手
が
ホ
コ
リ
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。」

（
12’
）

？
后
备
箱
摸
了
我
一
手
灰

　
（
12
）
の
事
態
は
、「
私
の
車
は
汚
い
。
車
の
ト
ラ
ン
ク
を
開
け
て
、
中
に
あ
る
荷
物
を
出
そ
う
と
し
た
ら
、
ト
ラ
ン
ク
の
ホ
コ
リ

が
手
に
付
着
し
た
」
で
あ
る
。
こ
の
フ
レ
ー
ム
に
お
い
て
、「
接
触
物
」
は
「
ト
ラ
ン
ク
（
后
备
箱
）」
で
あ
る
が
、（
12’
）
が
成
立

し
な
い
の
は
、
話
し
手
が
荷
物
を
取
り
出
す
た
め
に
「
ト
ラ
ン
ク
（
后
备
箱
）」
の
中
を
ま
さ
ぐ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、

行
為
が
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
し
て
の
「
ト
ラ
ン
ク
（
后
备
箱
）」
の
存
在
感
が
薄
く
、
逆
に
動
詞

「
さ
わ
る
（
摸
）」
の
動
作
対
象
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。（
12’
）
の
不
成
立
か
ら
、
動
作
対
象
と
し
て
の
役
割
が
強
け
れ
ば
強

い
ほ
ど
、
か
え
っ
て
「
原
因
（
使
役
主
）」
と
し
て
主
語
の
位
置
に
立
つ
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
結
局
、
働
き
か
け

ら
れ
る
側
（
動
作
対
象
）
と
い
う
の
は
、
使
役
の
事
態
に
お
い
て
、
変
化
を
受
け
る
被
使
役
者
（causee

）
に
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
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本
来
は
使
役
主
（causer

）
と
は
真
逆
の
概
念
で
あ
る
。
中
国
語
の
「
倒
置
使
役
文
」
に
お
い
て
、「
動
作
対
象
」
が
「
原
因
（
使

役
主
）」
に
な
る
と
い
う
言
語
現
象
は
一
見
こ
の
真
理
に
反
す
る
も
の
に
見
え
る
が
、（
9
）
～
（
11
）
で
見
た
よ
う
に
、
主
語
が
い

わ
ゆ
る
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
「
動
作
対
象
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
し
て
話
し
手
に
「
働
き
か
け
る
（
異
物
を
付

着
さ
せ
る
）」
側
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
こ
れ
ら
の
「
接
触
物
」
は
「
動
作
対
象
」
と
い
う
意
味
役
割
を
手
放

し
た
こ
と
で
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
「
原
因
（
使
役
主
）」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
の
実
例
も
主
語
な
し
の
文
（
下
線
部
）
で

あ
る
が
、
話
し
手
自
身
が
料
理
し
よ
う
と
し
て
お
た
ま
を
手
に
取
っ
た
の
で
、「
お
た
ま
（
塑
料
勺
子
）」
を
主
語
に
し
た
（
13’
）
は

前
の
文
脈
と
整
合
性
が
と
れ
ず
、
文
の
許
容
度
が
落
ち
る
。

（
13
）　

我
进
厨
房
做
午
饭
、
拿
起
塑
料
勺
子
摸
了
我
一
手
油
。（
微
博
）

「
キ
ッ
チ
ン
に
入
っ
て
昼
ご
は
ん
を
作
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
お
た
ま
を
も
っ
た
ら
、
手
が
油
ま
み
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。」

（
13’
）

？
塑
料
勺
子
摸
了
我
一
手
油
。

　

以
上
で
、「
異
物
の
付
着
」
を
表
す
「
倒
置
使
役
文
」
の
成
立
条
件
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
こ
う
し
た
文
に
は

「
自
分
が
何
か
を
や
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
な
ん
で
こ
う
な
る
ん
だ
」
と
い
う
驚
き
や
不
満
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

話
者
は
事
態
を
、「
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。「
倒
置
使
役
文
」
は
こ
う
し
た
意
味
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や
表
現
機
能
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．
2
　「
異
物
付
着
」
を
表
す
三
種
の
表
現

　

こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
、「
異
物
付
着
」
と
い
う
同
一
の
事
態
を
表
す
中
国
語
の
三
種
の
表
現
方
法
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。
一

つ
は
、
次
の
（
14
）
の
よ
う
な
、
通
常
語
順
の
文
で
あ
る
。（
14
）
は
1
章
の
（
1’
）
と
同
じ
構
造
で
あ
る
。

タ
イ
プ
①
―
「
我 
Ｖ 
Ｏ
，
Ｖ 

了 

一 

Ｎ 

異
物
（
付
着
物
）」

（
14
）　

我
有
点
不
忍
心
就
摸
了
摸
它
，
结
果
摸
了
一
手
的
油
。（
微
博
）

「
私
は
同
情
心
で
猫
を
な
で
て
み
た
が
、
油
が
手
に
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。」

　
（
14
）
で
は
前
の
文
で
、「
話
し
手
の
と
こ
ろ
に
突
然
、
あ
ま
り
可
愛
く
な
い
猫
が
や
っ
て
く
る
。
自
分
好
み
の
猫
で
は
な
い
と
感

じ
つ
つ
も
、
そ
の
猫
が
し
き
り
に
甘
え
て
く
る
の
で
、
そ
こ
で
思
わ
ず
な
で
て
み
る
こ
と
に
…
」
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
の
で
、

話
し
手
自
身
の
意
図
で
積
極
的
に
「
猫
を
さ
わ
っ
た
（
な
で
た
）」
こ
と
が
わ
か
る
。「
手
に
油
が
つ
く
」
と
い
う
結
果
事
態
が
生
じ

た
と
は
い
え
、
自
分
が
意
図
し
て
行
っ
た
行
為
に
よ
る
結
果
な
の
で
、「
倒
置
使
役
文
」
の
場
合
に
見
ら
れ
る
話
し
手
の
驚
き
や
不

満
感
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
次
は
、
2
章
で
取
り
上
げ
た
（
3
）（
6
）
の
よ
う
な
「
主
語
な
し
」
文
で
あ
る
。
主
語
を
も
た

な
い
が
、
動
作
者
で
あ
る
「
私
（
我
）」
が
目
的
語
の
位
置
に
あ
る
こ
と
は
「
倒
置
使
役
文
」
と
の
共
通
点
で
あ
る
。

タ
イ
プ
②
―
「
我 

Ｖ 

Ｏ
，
Ｖ 

了 

我 

一 

Ｎ 

異
物
（
付
着
物
）」

（
13
）　

我
进
厨
房
做
午
饭
，
拿
起
塑
料
勺
子
摸
了
我
一
手
油
。（
微
博
）
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タ
イ
プ
②
は
、「
話
し
手
の
自
ら
の
意
思
で
何
か
を
仕
掛
け
る
（ex

：「
何
か
を
も
つ
、
さ
わ
る
」）」
と
い
う
点
で
タ
イ
プ
①
と

共
通
し
て
い
る
一
方
で
、
行
為
の
結
果
が
予
想
外
で
、
話
し
手
が
そ
れ
に
対
し
驚
き
や
不
満
を
感
じ
て
い
る
点
で
は
逆
に
、
次
の
タ

イ
プ
③
―
「
倒
置
使
役
文
」
と
共
通
し
て
い
る
。
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
タ
イ
プ
①
は
「
話
し
手
が
何
か
を
や
ろ
う
と
し
た
結
果
、

異
物
が
体
に
付
着
し
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
タ
イ
プ
②
は
「
話
し
手
が
何
か
を
や
ろ
う

と
し
た
結
果
、
な
ぜ
か
異
物
が
体
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
を
嘆
く
文
で
あ

（
（1
（

る
。
そ
し
て
、
タ
イ
プ
③
は
「
異
物
付
着
」
の
事
態

を
ま
る
で
、「
何
ら
か
の
モ
ノ
が
自
ら
の
異
物
を
、
静
止
状
態
の
話
し
手
に
付
着
さ
せ
た
」
と
い
う
擬
人
化
の
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え

る
。
話
し
手
か
ら
す
れ
ば
、
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
起
き
た
予
想
外
の
事
態
な
の
で
、
当
然
驚
き
や
不
満
と
い
っ
た

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

タ
イ
プ
③
―
「
Ｓ 

Ｖ 

了 

我 

一 

Ｎ 

異
物
（
付
着
物
）」

（
9
）　

我
妈
妈
的
小
电
驴
后
座
摸
了
我
一
手
灰
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
三
種
の
表
現
方
法
は
、
同
一
の
結
果
事
態
を
表
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
使
用
条
件
や
表
現
機
能
の
面

で
異
な
っ
た
特
徴
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
三
者
の
実
例
を
見
る
限
り
、
タ
イ
プ
③
の
「
倒
置
使
役
文
」
は
出
現
頻
度
が
低
く
、
成

立
条
件
や
使
用
状
況
の
制
限
が
よ
り
強
い
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
主
語
に
関
し
て
は
、
名
詞
フ
レ
ー
ズ
の
特
定
性
（definiteness

）、

特
定
し
や
す
さ
（accessibility

）
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
「
倒
置
使
役
文
」
の
例
文
を
観
察
す
る
と
わ
か
る
よ

う
に
、
主
語
が
指
示
詞
の
「
这
」
や
「
那
」
を
含
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
。
該
当
す
る
例
を
以
下
に
ま
と
め
る
。
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（
1
）
这
张
桌
子
摸
了
我
一
手
油
。

（
4
）
那
个
报
告
写
了
我
一
晚
上
。

（
5
）
那
碗
面
吃
了
他
一
头
汗
。

（
7
）
这
盆
脏
衣
服
洗
了
我
一
身
汗
。

（
11
）
就
说
这
面
膜
怎
么
摸
了
我
一
手
的
粘
液

　

太
字
と
な
っ
て
い
る
、
主
語
の
フ
レ
ー
ズ
が
す
べ
て
「
这
」
か
「
那
」
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
フ
レ
ー
ズ
か

ら
「
这
」、「
那
」
を
な
く
し
、
裸
の
名
詞
の
形
に
す
る
と
、
以
上
の
「
倒
置
使
役
文
」
は
正
し
い
文
と
し
て
の
許
容
度
が
落
ち
る
。

（
1”
）？
桌
子
摸
了
我
一
手
油
。

（
4”
）？
报
告
写
了
我
一
晚
上
。

（
5”
）？
面
吃
了
他
一
头
汗
。

（
7”
）？
脏
衣
服
洗
了
我
一
身
汗
。

（
11”
）？
就
说
面
膜
怎
么
摸
了
我
一
手
的
粘
液

　

し
た
が
っ
て
、
主
語
と
な
る
名
詞
フ
レ
ー
ズ
は
特
定
性
、
指
示
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、「
倒
置
使
役
文
」
を
成
立
さ
せ
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る
統
語
面
で
の
重
要
な
条
件
で
あ
る
と
い
え

（
（（
（

る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
言
及
し
て
い
る
先
行
文
献
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
な
ぜ
指
示
性

の
高
い
名
詞
句
の
み
が
主
語
に
な
れ
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
本
稿
も
現
時
点
で
は
こ
の
問
題
に
対
し
て
妥
当
な
解
釈
を
見

つ
け
て
い
な
い
た
め
、
深
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
主
語
は
結
果
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
「
原
因
（
使
役
主
）」
と
見
な
さ

れ
て
い
る
以
上
、
か
な
り
際
立
っ
た
モ
ノ
、
特
定
し
や
す
い
モ
ノ
で
あ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、「
倒
置
使
役
文
」
に

は
話
し
手
の
驚
き
、
不
満
の
気
持
ち
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
気
持
ち
は
主
に
原
因
と
な
っ
た
主
語
（
名
詞
フ
レ
ー
ズ
が
表
す

モ
ノ
）
に
ぶ
つ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
非
難
の
矛
先
」
と
し
て
の
主
語
は
当
然
、「
既
知
」
で
際
立
っ
た
モ
ノ
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
高
い
特
定
性
、
指
示
性
は
指
示
詞
で
あ
る
「
这
」「
那
」
を
用
い
て
示
す
以
外
に
、
次
の
よ
う
に
読
み
手
・

聞
き
手
が
よ
り
特
定
（
ア
ク
セ
ス
す
る
）
し
や
す
い
よ
う
に
、
フ
レ
ー
ム
を
共
有
し
て
い
る
「
参
照
点
（reference point

）」
を

用
い
る
場
合
も
あ
る
。
次
の
2
例
に
お
け
る
太
字
の
部
分
は
、
原
因
で
あ
る
名
詞
（
下
線
部
）
を
特
定
す
る
た
め
の
「
参
照
点
」
と

な
っ
て
い
る
。

（
9
）
我
妈
妈
的
小
电
驴
后
座
摸
了
我
一
手
灰

（
10
）
为
了
换
定
位
板
卫
星
轴
摸
了
我
一
手
油

　
（
9
）
で
は
、「
母
」
→
「
ス
ク
ー
タ
ー
」
→
「
シ
ー
ト
」
の
順
で
主
語
の
「
シ
ー
ト
（
后
座
）」
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。（
10
）
で

は
、「
キ
ー
ボ
ー
ド
の
修
理
」
→
「
基
盤
」
→
「
キ
ー
ス
イ
ッ
チ
」
の
順
で
原
因
の
主
語
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し

た
形
の
主
語
は
、
指
示
詞
「
这
」「
那
」
を
用
い
た
主
語
ほ
ど
の
強
い
特
定
性
が
な
い
も
の
の
、「
話
し
手
が
何
に
対
し
て
不
満
を
感
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じ
て
い
る
か
」
は
聞
き
手
・
読
み
手
に
十
分
伝
わ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、（
9
）（
10
）
か
ら
太
字
の
部
分
を
取
り
除
い
た

次
の
文
は
、
や
は
り
正
し
い
文
と
し
て
の
許
容
度
が
落
ち
る
。

（
9”
）？
后
座
摸
了
我
一
手
灰

（
10”
）？
卫
星
轴
摸
了
我
一
手
油

　
「
異
物
付
着
」
を
表
す
三
種
の
表
現
の
使
い
分
け
、
意
味
や
表
現
機
能
上
の
違
い
に
つ
い
て
は
以
上
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の

章
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
最
後
は
「
異
物
付
着
」
の
事
態
を
構
成
す
る
動
作
者
（
話
し
手
自
身
）、
行
為
（
さ
わ
る
）、
参
与
物

（
接
触
物
、
異
物
）
が
中
国
語
に
お
い
て
い
か
に
言
語
化
さ
れ
て
い
る
の
か
、
お
よ
び
言
語
化
の
順
番
と
い
う
観
点
か
ら
も
う
一
度

整
理
し
た
い
。

　

通
常
語
順
を
も
つ
タ
イ
プ
①
は
「
摸
了
摸
它
，
结
果
摸
了
一
手
的
油
」
の
よ
う
に
、
ま
ず
行
為
を
述
べ
て
か
ら
結
果
事
態
を
言
い

表
す
。「
異
物
付
着
」
の
結
果
事
態
で
は
、
動
作
者
が
「
主
語
」、
行
為
が
「
動
詞
」、
付
着
物
が
「
補
語
」
と
し
て
言
語
化
さ
れ
る
。

「
異
物
」
の
出
と
こ
ろ
（
接
触
物
）
は
同
じ
文
の
中
に
は
現
れ
ず
、
前
の
文
の
目
的
語
と
し
て
言
及
さ
れ
る
。
タ
イ
プ
②
は
「
拿
起

塑
料
勺
子
摸
了
我
一
手
油
」
の
よ
う
に
、
タ
イ
プ
②
と
同
様
「
行
為
」
と
「
結
果
事
態
」
の
二
段
階
で
言
語
化
す
る
。
結
果
事
態
で

は
、
動
作
者
が
動
詞
の
目
的
語
の
位
置
に
置
か
れ
る
。
タ
イ
プ
③
は
「
倒
置
使
役
文
」
な
の
で
、
行
為
と
結
果
を
一
つ
の
文
で
言
い

表
し
て
お
り
、「
～
を
し
て
、
～
に
な
っ
た
」
と
い
う
二
段
階
の
表
現
方
法
で
は
な
い
。
接
触
物
が
原
因
と
し
て
主
語
に
、
動
作
者

が
目
的
語
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、「
異
物
付
着
」
の
結
果
事
態
は
い
わ
ば
、「
主
語
に
立
つ
接
触
物
が
話
し
手
に
異
物
を
付
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着
さ
せ
た
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
事
態
を
と
ら
え
る
。
三
種
の
表
現
は
、
同
一
の
事
態
に
対
し
単
に
表
現
方
法
が
異
な
る
だ
け
で
な

く
、
と
ら
え
方
ま
で
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

4
　「
異
物
」
が
主
語
の
文

　

3
章
で
の
考
察
は
す
べ
て
、「
さ
わ
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
摸
」
を
用
い
た
例
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
同
じ
く
「
異
物
付
着
」

の
事
態
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
動
詞
「
蹭
」
の
文
を
取
り
上
げ
、
動
詞
「
摸
」
の
文
と
比
較
し
、
両
者
の
構
文
的
な
ふ
る
ま
い
の
共
通

点
と
相
違
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。「
つ
く
、
ふ
れ
る
」
と
い
っ
た
自
動
詞
的
用
法
を
も
つ
「
蹭
」
は
、
動
詞
「
摸
」
と
違
い
、

「
異
物
」
を
主
語
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
う
し
た
文
の
分
類
や
、
表
現
機
能
な
ど
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
議
論
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
本
章
で
は
実
例
を
通
し
て
分
析
を
試
み
た
い
。

4
．
1
　
動
詞
「
蹭
」
と
無
生
物
主
語
文

　

辞
書
で
「
蹭
」
を
調
べ
る
と
、「
つ
く
、
つ
け
る
、
こ
す
る
、
こ
す
り
つ
け
る
」
と
い
っ
た
複
数
の
意
味
、
用
例
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
区
別
し
使
い
分
け
る
こ
と
は
、
中
国
語
学
習
者
に
と
っ
て
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、「
蹭
」
が
現
れ

る
構
文
が
重
要
な
判
断
材
料
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
焼
肉
屋
の
よ
う
な
油
が
た
く
さ
ん
出
る
場
所
に
い
て
、
不
注
意
で
「
手
に
油
を

た
く
さ
ん
つ
け
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
と
き
は
次
の
よ
う
に
言
い
表
す
。
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（
15
）　

我 

蹭 

了 

一
手 

 

油
。

私 

つ
く 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

手
い
っ
ぱ
い 

油

「
私
が
手
に
油
を
い
っ
ぱ
い
つ
け
た
。」

こ
の
場
合
、「
蹭
」
は
「
つ
け
る
」
と
い
う
他
動
詞
的
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
ま
た
、（
3
）
や
タ
イ
プ
②
な
ど
の

「
主
語
な
し
文
」
の
形
で
表
現
で
き
る
。

（
16
）　

蹭 

了 
我 

一
手 

 

油
。

つ
く 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

私 
手
い
っ
ぱ
い 

油

「
手
に
油
が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
」

（
16
）
は
二
種
類
の
解
釈
を
も
つ
。
一
つ
は
、（
15
）
の
「
我
蹭
了
一
手
油
」
に
お
け
る
「
我
（
私
）」
が
目
的
語
の
位
置
に
移
動
し

た
形
と
い
う
解
釈
で
、
つ
ま
り
（
15
）
と
（
16
）
の
違
い
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
例
（（
3
）
と
（
3’
））
と
同
様
、
両
者
は
結
果

事
態
に
対
す
る
話
者
の
驚
き
、
不
満
を
含
む
か
否
か
で
異
な
る
。
も
う
一
つ
の
解
釈
は
、（
16
）
の
主
語
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
省
略
さ
れ
た
主
語
の
モ
ノ
が
、「
私
の
手
に
油
を
つ
け
た
」
と
い
う
解
釈
で
き
る
。
な
ぜ
こ
の
解
釈
が
成
り
立
つ
か
と
い
う
と
、

「
蹭
」
は
も
と
も
と
無
生
物
の
モ
ノ
を
主
語
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
動
詞
で
、
次
の
よ
う
な
無
生
物
主
語
の
文
が
難
な
く
成
立
で
き

る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
語
の
「
つ
け
る
」
と
中
国
語
の
「
蹭
」
の
最
も
大
き
な
違
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
で
は
「
私
が
手
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に
油
を
つ
け
た
」
と
い
え
る
が
、「*

こ
の
鍋
が
私
の
手
に
油
を
つ
け
た
」
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
中
国
語
で
は
こ
う
し
た
表

現
が
成
り
立
つ
。

（
17
）　

这
个
锅 

蹭 

了 

我 

一
手 

 

油
。

こ
の
鍋 
つ
く 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

私 

手
い
っ
ぱ
い 

油

「
こ
の
鍋
の
油
が
手
に
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。」

　
（
17
）
の
よ
う
な
表
現
が
成
り
立
つ
の
は
、
実
は
「
蹭
」
に
「
つ
け
る
」
ほ
ど
の
意
味
が
な
い
、
か
ら
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考

え
る
。「
蹭
」
は
も
と
も
と
二
つ
の
も
の
が
「
接
触
す
る
」、「
ふ
れ
る
」、
あ
る
い
は
「
こ
す
れ
る
」
と
い
っ
た
動
作
を
指
す
動
詞
で

あ
る
が
、「
油
が
つ
く
」
や
「
油
を
つ
け
る
」
と
し
て
訳
せ
る
の
は
「
蹭
」
が
入
っ
た
構
文
全
体
の
意
味
の
貢
献
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
構
文
全
体
の
意
味
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、「
蹭
」
を
純
粋
に
「
接
触
す
る
」「
ふ
れ
る
」「
タ
ッ
チ
す
る
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で

と
ら
え
る
と
、（
17
）
の
文
を
少
し
は
受
け
入
れ
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

動
詞
「
蹭
」
が
無
生
物
主
語
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
関
連
し
て
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
面
白
い
問
題
が
起
き
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、（
17
）
は
は
た
し
て
「
倒
置
使
役
文
」
か
ど
う
か
が
判
断
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。「
这
个
锅
（
こ
の
鍋
）」
を

文
の
本
来
の
主
語
（
動
作
主
）
と
考
え
る
な
ら
ば
、
も
ち
ろ
ん
「
倒
置
使
役
文
」
で
は
な
い
。
一
方
、（
17
）
は
「
我
蹭
这
个
锅
，

蹭
了
一
手
油
」
と
い
う
文
か
ら
、
主
語
と
目
的
語
が
反
転
す
る
こ
と
で
生
じ
た
形
と
解
釈
す
る
な
ら
、
立
派
な
「
倒
置
使
役
文
」
と

い
え
る
。
本
稿
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
術
は
な
い
が
、「
接
触
物
（
異
物
の
出
と
こ
ろ
）」
が
主
語
と
な
る
（
17
）
の
よ
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う
な
文
は
「
微
博
」
で
の
出
現
率
が
比
較
的
高
く
、
動
詞
「
摸
」
の
場
合
よ
り
も
見
つ
か
り
や
す
い
。

（
18
）　

外
皮
上 

的 

文
字 

蹭 

了 

我 

一
手 

 

黑　
（
微
博
）

表
紙 

の 

文
字 

つ
く 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

私 

手
い
っ
ぱ
い 

黒

「
表
紙
の
文
字
で
手
が
真
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。」

（
19
）　

劣
质
的
纸
盒
包
装
还
蹭
了
我
一
手
擦
不
掉
的
闪
粉　
（
微
博
）

「
外
側
の
粗
悪
な
紙
の
箱
に
つ
い
て
い
る
キ
ラ
キ
ラ
し
た
粉
が
、
手
に
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
て
、
洗
い
落
と
せ
な
い
。」

　
（
17
）
～
（
19
）
の
分
類
問
題
は
さ
て
お
き
、
こ
う
し
た
例
か
ら
は
、「
蹭
」
と
「
摸
」
は
同
じ
事
態
を
表
す
同
じ
形
の
文
を
作
る

こ
と
の
で
き
る
、
類
似
点
の
多
い
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
両
者
の
違
い
は
、「
話
し
手
の
自
ら
の
意
思
で
、
積
極
的
に

対
象
物
に
ふ
れ
る
（「
摸
」）」
か
、
ま
た
は
「
話
し
手
が
意
識
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
接
触
物
に
ふ
れ
て
し
ま
う
（「
蹭
」）」
か
に

あ
る
。
そ
し
て
、
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、「
倒
置
使
役
文
」
や
（
17
）
～
（
19
）
の
よ
う
な
無
生
物
主
語
の
文
が
成
立
す
る
に
は

結
局
、「
話
し
手
の
意
図
的
な
働
き
か
け
が
な
い
」
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
点
が
わ
か
れ
ば
、「
蹭
」
の
ほ
う
が
「
摸
」
よ
り
も
、

無
生
物
主
語
文
が
作
り
や
す
い
こ
と
が
自
然
と
納
得
が
い
く
。
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4
．
2
　「
異
物
」
主
語
文
に
つ
い
て

　

以
上
は
、
動
詞
「
蹭
」
と
動
詞
「
摸
」
が
作
る
構
文
の
共
通
性
で
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
、「
異
物
付
着
」
と
い
う
結
果
事
態
を
、

（
15
）、（
16
）、（
17
）
の
よ
う
な
三
種
の
構
文
で
言
語
化
で
き
る
。
こ
の
三
種
の
構
文
は
、
動
詞
「
摸
」
の
分
析
で
取
り
上
げ
た
タ

イ
プ
①
、
タ
イ
プ
②
、
タ
イ
プ
③
と
同
じ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
整
理
の
た
め
、
も
う
一
度
少
し
簡
略
化
し
て
以
下
に
示
す
。

タ
イ
プ
①
：
我 
Ｖ 
了 

一 

Ｎ 

異
物

タ
イ
プ
②
：
Ｖ 

了 
我 
一 
Ｎ 

異
物

タ
イ
プ
③
：
Ｓ
（
無
生
物
） 
Ｖ 
了 

我 

一 

Ｎ 

異
物

　

た
だ
し
、
動
詞
「
蹭
」
は
動
詞
「
摸
」
よ
り
も
、
タ
イ
プ
③
の
文
を
用
い
た
実
例
が
見
つ
か
り
や
す
い
。
こ
の
違
い
以
外
に
、

「
蹭
」
は
「
異
物
」
を
主
語
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
お
い
て
も
、「
摸
」
と
異
な
る
。
実
例
を
少
し
取
り
上
げ
る
。

（
20
）　

巧
克
力	

 

蹭 

了 
我 

一
手　
（
微
博
）

チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

つ
く 

Ａ
Ｓ
Ｐ 
私 

手
い
っ
ぱ
い

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
手
に
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。」

（
21
）　

你 

的 

臭
汗 

蹭 

了 

我 
一
手
臂　
（
微
博
）

あ
な
た 

の 

臭
い
汗 

つ
く 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

私 
腕
い
っ
ぱ
い

「
あ
な
た
の
臭
い
汗
が
私
の
腕
に
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。」
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（
22
）　

下
次
不
用
这
支
笔
写
了
，
墨
蹭
了
我
一
手　
（
微
博
）

「
次
は
も
う
こ
の
ペ
ン
で
書
か
な
い
。
イ
ン
ク
が
手
に
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。」

　
（
20
）
～
（
22
）
は
、
主
語
が
表
す
「
異
物
」
が
話
し
手
の
体
（
の
一
部
）
に
広
が
っ
た
こ
と
を
表
す
文
で
あ
る
。
従
来
の
研
究

に
お
い
て
、「
異
物
」
は
「
結
果
」
を
表
す
「
補
語
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
動
詞
の
動
作
対
象
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
ら

の
文
は
「
倒
置
使
役
文
」
に
該
当
し
な

（
（1
（

い
。
該
当
し
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
構
文
に
つ
い
て
も
考
察
す
べ
き
問
題
は
あ
る
。
た
と

え
ば
、「
蹭
」
と
意
味
、
用
法
の
近
い
「
摸
」
は
な
ぜ
、
こ
の
構
文
に
生
起
し
に
く
い
か
。「
異
物
」
を
主
語
と
す
る
「
摸
」
の
文
は

短
文
投
稿
サ
イ
ト
「
微
博
」
で
す
ら
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。（
20
）
～
（
22
）
の
動
詞
を
「
摸
」
に
変
え
る
と
、
文
の
許
容
度
が
落

ち
る
。

（
20”
）

？
巧
克
力
摸
了
我
一
手

（
21”
）

？
你
的
臭
汗
摸
了
我
一
手
臂

（
22”
）

？
墨
摸
了
我
一
手

　

な
ぜ
動
詞
「
摸
」
が
「
異
物
」
を
主
語
と
す
る
文
に
そ
ぐ
わ
な
い
か
、
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
構
文
全
体
の
表
現

機
能
、
と
ら
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
明
確
な
答
え
を
ま
だ
得
て
い
な
い
。
た
だ
、
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可
能
性
と
し
て
考
え
う
る
の
は
、
動
詞
「
摸
」
の
他
動
性
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
さ
わ
る
」
を
意
味
す

る
「
摸
」
は
他
動
詞
な
の
で
、
通
常
は
主
語
の
位
置
に
、
自
ら
の
意
思
で
動
く
こ
と
の
で
き
る
「
動
作
主
」
が
く
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
、（
20”
）
～
（
22”
）
に
お
け
る
「
巧
克
力
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
）」「
汗
（
汗
）」「
墨
（
イ
ン
ク
）」
は
無
生
物
な
の
で
、

「
摸
」
が
求
め
る
「
動
作
主
」
の
条
件
に
合
わ
ず
、
結
果
と
し
て
文
全
体
の
印
象
が
悪
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
で

は
、
な
ぜ
同
じ
く
「
無
生
物
」
を
主
語
と
す
る
「
倒
置
使
役
文
」
が
許
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
文
の
最
後
の
位
置
に
「
異
物
」
を
表

す
名
詞
が
用
意
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
倒
置
使
役
文
」
が
も
つ
「
Ｓ
（
無
生
物
） 

Ｖ 

了 

我 

一 

Ｎ 

異
物
」
と

い
う
形
は
「
異
物
」
を
文
の
最
後
に
回
し
、
通
常
の
文
の
形
に
近
づ
け
る
こ
と
で
、
Ｓ
（
無
生
物
）
が
他
動
詞
の
前
に
く
る
「
違
和

感
」
を
解
消
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、「
異
物
」
を
主
語
と
す
る
構
文
の
、
結
果
事
態
に
対
す
る
「
静
（static

）」
的
な
と
ら
え
方
が
、「
摸
」

が
も
つ
他
動
性
と
互
い
に
抵
触
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
う
る
。
少
し
循
環
論
的
な
議
論
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
少
な
く
と
も
、
他
動

性
の
高
い
「
摸
」
が
こ
の
構
文
に
生
起
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
構
文
自
体
が
他
動
性
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
事
態
の
結
果
の
み

に
注
目
し
た
「
静
（static

）」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、（
20
）
～
（
22
）
は
結
果
事
態
を
一
種
の
状
態
と

し
て
と
ら
え
、
言
語
化
し
た
構
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
と
、「
異
物
」
が
主
語
と
な
る
（
20
）
～
（
22
）

の
表
現
機
能
も
自
ず
と
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
文
が
伝
え
た
い
の
は
、「
異
物
」
で
あ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
汗
、
イ

ン
ク
の
あ
り
か
で
あ
る
。
前
の
文
脈
（
紙
幅
の
関
係
で
省
略
）
で
述
べ
て
い
る
何
ら
か
の
行
為
に
よ
っ
て
、「
そ
う
し
た
異
物
は
現

在
、
自
分
の
体
の
一
部
に
広
が
っ
て
い
る
」
こ
と
を
聞
き
手
・
読
み
手
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
表
現
機
能
は
、
モ
ノ
を
主

語
と
す
る
動
詞
「
在
」
の
文
や
、「
Ｓ
（
無
生
物
） 

Ｖ 

了 

一
地
」
の
文
と
類
似
し
て
い
る
。
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（
23
）　

巧
克
力 

在 

桌
子
上
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

あ
る 

机
上

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
机
の
上
に
あ
る
。」

（
24
）　

巧
克
力 
撒 

了 
 

一
地
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト 
こ
ぼ
れ
る 

Ａ
Ｓ
Ｐ 

床
い
っ
ぱ
い

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
床
い
っ
ぱ
い
に
こ
ぼ
れ
た
。」

　

こ
の
二
つ
の
文
は
と
も
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
あ
り
か
を
伝
え
る
、「
静
（static

）」
的
な
「
状
態
」
を
表
す
文
で
あ
る
。（
20
）

～
（
22
）
も
こ
う
し
た
文
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
結
果
を
状
態
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
た
め
、
他
動
性
の
高
い
動
詞
と
相
容
れ
な
い
の

で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
妥
当
な
説
明
、
確
た
る
論
拠
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
も
「
異

物
」
を
主
語
と
す
る
構
文
に
つ
い
て
考
察
を
続
け
た
い
。
最
後
に
、
本
章
で
取
り
上
げ
た
動
詞
「
蹭
」
が
作
る
構
文
を
以
下
に
ま
と

め
る
。

タ
イ
プ
①
：
我 

蹭 

了 

一 

Ｎ 

異
物

タ
イ
プ
②
：
蹭 

了 

我 

一 

Ｎ 

異
物

タ
イ
プ
③
：
Ｓ
（
無
生
物
） 

蹭 

了 

我 

一 

Ｎ 

異
物
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タ
イ
プ
④
：
Ｓ
（
異
物
） 

蹭 

了 

我 

一 

Ｎ

5
　
今
後
の
課
題

　

本
稿
で
は
、「
異
物
が
話
し
手
の
体
に
付
着
す
る
」
こ
と
を
表
す
い
く
つ
か
の
構
文
を
取
り
上
げ
、
同
一
の
事
態
を
表
す
こ
れ
ら

の
異
な
る
構
文
の
成
立
条
件
や
表
現
機
能
に
つ
い
て
、「
倒
置
使
役
文
」
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
通
常
語
順
の
文
（
タ
イ
プ
①
）

に
比
べ
、
主
語
な
し
の
文
（
タ
イ
プ
②
）
に
は
話
者
の
結
果
に
対
す
る
驚
き
や
不
満
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
異
物

の
出
と
こ
ろ
（「
接
触
物
」）
を
主
語
に
置
く
「
倒
置
使
役
文
」（
タ
イ
プ
③
）
は
、「
動
作
者
が
無
意
識
の
う
ち
に
対
象
の
モ
ノ
に
ふ

れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
場
合
に
成
立
し
や
す
い
。
し
か
し
、
タ
イ
プ
②
と
タ
イ
プ
③
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
意
味
の
面
で
の
特
徴
は

い
か
に
し
て
生
じ
た
の
か
、
両
者
が
も
つ
「
有
標
（m

arked

）」
的
な
文
法
特
徴
と
い
か
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
ま

だ
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
し
て
、
4
章
で
は
「
異
物
」
を
主
語
に
置
く
タ
イ
プ
の
構
文
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
他
動
性

の
高
い
動
詞
「
摸
」
が
こ
の
構
文
を
作
り
に
く
い
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
納
得
の
い
く
答
え
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
二
つ
の
問

題
に
つ
い
て
、
今
後
引
き
続
き
考
察
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
考
察
を
通
し
て
、
中
国
語
に
お
け
る
「
無
生
物
主
語
文
」
の
全
体

像
の
解
明
に
寄
与
し
た
い
。
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郭
姝
慧
（
2
0
0
6
）「
倒
置
致
使
句
的
类
型
及
其
制
约
条
件
」。『
世
界
汉
语
教
学
』、（
2
）：
40
―

50
。

李
菲
（
2
0
2
1
）「
中
国
語
倒
置
使
役
文
と
関
連
構
文
」。『
東
京
大
学
言
語
学
論
集
』、（
43
）：
103
―

117
。

李
菲
（
2
0
2
3
）「
実
例
で
み
る
「
Ｓ
Ｖ
了
〈
我
〉
時
間
」
構
文
」。『
外
国
語
教
育
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、（
4
）：
66
―

78
。

西
村
義
樹
（
1
9
9
8
）「
行
為
者
と
使
役
構
文
」。
中
右
実
・
西
村
義
樹
著
『
構
文
と
事
象
構
造
』、
東
京
：
研
究
社

石
村
广
（
2
0
2
0
）「
致
事
型
数
量
动
结
式
的
产
生
机
制
―
致
动
用
法
的
发
展
和
变
异
」。『
当
代
语
言
学
』、（
22
）：
1
―

16
。

孙
天
琦
、
郭
锐
（
2
0
1
5
）「
论
汉
语
的
〝
隐
性
述
结
式
〟」。『
语
言
科
学
』、（
5
）：
459
―

472
。

周
红
（
2
0
0
6
）「
客
体
致
使
句
的
认
知
语
义
分
析
」。『
语
言
研
究
』、
26
（
3
）：
20
―

25
。

〈
コ
ー
パ
ス
〉

Ｂ
Ｃ
Ｃ
：
北
京
语
言
大
学
语
言
智
能
研
究
院
语
料
库

Ｃ
Ｃ
Ｌ
：
北
京
大
学
中
国
语
言
学
研
究
中
心

《
注
》

（
1
）　

Ａ
Ｓ
Ｐ
は
ア
ス
ペ
ク
ト
マ
ー
カ
ー
を
指
す
。

（
2
）　

孙
天
琦
等
2
0
1
5
で
は
、「
机
を
さ
わ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
机
の
油
が
手
に
つ
く
」
に
お
け
る
「
油
」
を
動
詞
の
動
作
対
象
と
は
み
な
し
て
い
な
い
。
動
詞
「
さ

わ
る
」
の
動
作
対
象
は
「
机
」
で
あ
り
、「
油
」
は
動
詞
の
結
果
を
表
す
補
語
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
油
」
を
主
語
と
す
る
（
2
）
は
「
倒
置
使
役

文
」
で
は
な
い
た
め
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

（
3
）　
「
異
物
が
体
に
付
着
す
る
」
事
態
は
中
国
語
に
お
い
て
、（
1
）、（
1’
）、（
1”
）、（
2
）
の
四
通
り
の
表
現
方
法
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
違
い
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
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中
国
語
教
育
の
観
点
か
ら
見
て
も
大
事
で
あ
る
。
目
の
前
に
あ
る
事
態
に
対
し
、
学
習
者
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
（
1
）
を
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
場
合
に
（
1’
）
や

（
1”
）、
あ
る
い
は
（
2
）
を
使
え
ば
い
い
か
を
自
ら
判
断
で
き
る
こ
と
が
、
中
国
語
を
正
し
く
使
え
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
わ
っ
て
く
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た
中
国
語

教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
4
）　
（
3
）
の
「
等
了
我
一
天
」
は
「
一
日
待
た
さ
れ
た
」
と
い
う
意
味
以
外
、
通
常
の
他
動
詞
文
と
し
て
「（
誰
か
が
）
私
を
一
日
待
っ
て
い
た
」
こ
と
を
表
す
。
こ
の

場
合
、「
我
（
私
）」
が
動
詞
「
待
つ
」
の
動
作
対
象
で
あ
る
。

（
5
）　

石
村
2
0
2
0
で
は
「
倒
置
使
役
文
」
を
「
使
役
型
数
量
動
補
構
造
（〝
致
事
型
数
量
动
结
式
〟）」
と
よ
ん
で
い
る
。

（
6
）　

西
村
1
9
9
8
：
１
４
４
で
は
、
英
語
の
言
語
事
象
を
も
と
に
、「
基
礎
行
為
」
が
使
役
主
と
し
て
主
語
に
な
る
現
象
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

　
　
　
〈
基
礎
行
為
〉
の
遂
行
者
、〈
基
礎
行
為
〉
自
体
、〈
基
礎
行
為
〉
か
ら
生
じ
る
結
果
を
そ
れ
ぞ
れ
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
と
す
る
と
、
あ
る
種
の
使
役
構
文
で
Ｘ
の
み
な
ら
ず

Ｙ
も
主
語
に
な
り
う
る
の
は
、
Ｘ
と
Ｙ
の
い
ず
れ
も
が
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
Ｚ
が
生
じ
な
い
（
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
Ｚ
が
生
じ
る
）
と
い
う
意
味
で
、

Ｚ
を
生
じ
さ
せ
る
力
が
あ
る
（
あ
る
い
は
Ｚ
が
生
起
す
る
原
因
で
あ
る
）
と
見
な
さ
れ
う
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、〈
使
役
行
為
者
〉
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
（
特
に
英
語
に

お
い
て
）
Ｘ
か
ら
Ｙ
へ
と
拡
張
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

中
国
語
で
も
、「
倒
置
使
役
文
」
の
よ
う
な
、
動
作
対
象
で
あ
る
無
生
物
が
使
役
主
と
し
て
主
語
に
な
る
と
い
う
言
語
現
象
が
も
し
存
在
す
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
に

「
行
為
者
（
動
作
主
）」
を
主
語
と
す
る
通
常
の
使
役
構
文
と
の
類
似
性
や
拡
張
の
動
機
、
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
丁
寧
に
分
析
す
べ
き
で
あ
る
。

（
7
）　
「
倒
置
使
役
文
」
で
あ
る
（
1
）
の
一
部
「
摸
了
我
一
」
を
取
り
出
し
、
こ
れ
を
含
ん
だ
実
例
が
実
際
に
ど
の
く
ら
い
存
在
す
る
か
を
調
べ
る
べ
く
、
Ｃ
Ｃ
Ｌ
で
検

索
し
た
と
こ
ろ
、
計
3
例
見
つ
か
っ
た
が
、
主
語
を
も
つ
「
倒
置
使
役
文
」
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
異
物
付
着
を
表
す
例
は
次
の
、
主
語
な
し
文
の
み
で
あ
る
。
こ

の
文
は
（
3
）、（
6
）
と
同
じ
構
造
を
も
つ
。
こ
の
結
果
か
ら
も
、「
倒
置
使
役
文
」
の
実
例
の
少
な
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　
（
前
略
）
还
摸
了
我
一
手
新
鲜
的
绵
羊
油
。（
Ｃ
Ｃ
Ｌ
）

　
　
　
　
　
　
（
そ
の
上
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
羊
油
が
手
に
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。）

（
8
）　

西
村
1
9
9
8
：
１
４
５
―

１
４
５
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
英
語
の
、
原
因
が
主
語
と
な
る
使
役
構
文
を
こ
こ
に
再
掲
す
る
。
太
字
の
部
分
が
原
因
主
語
で
あ
る

（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）。
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W
hat m

akes you think so? / W
hat took you to A

laska? / T
hat explains it. / T

hat rem
inds m

e.
（
9
）　
（
12
）
の
よ
う
に
、
前
後
文
脈
を
示
す
た
め
長
く
な
っ
た
実
例
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
訳
の
み
を
示
し
、
逐
語
訳
を
省
略
す
る
。

（
10
）　

タ
イ
プ
②
と
タ
イ
プ
①
の
違
い
は
、
2
章
で
ふ
れ
た
（
3
）
の
「
等
了
我
一
天
」
と
（
3’
）
の
「
我
等
了
一
天
」
の
違
い
と
同
じ
で
あ
る
。
通
常
語
順
の
「
我
等
了

一
天
」
は
「
一
日
待
っ
た
」
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
伝
え
て
い
る
の
に
対
し
、
動
作
主
の
「
我
（
私
）」
を
目
的
語
の
位
置
に
置
く
「
等
了
我
一
天
」
は
、「
一
日
も

待
た
さ
れ
て
い
た
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
驚
き
や
不
満
の
気
持
ち
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、「
我
（
私
）」
を
目
的
語
の
位
置
に
置
く
こ
と
で

生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
通
常
語
順
の
「
我
等
了
一
天
」
に
対
し
、
形
と
意
味
の
両
面
で
有
標
的
（m

arked

）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、（
3
）
と
同
じ
形
を
も
つ
タ

イ
プ
②
も
、
通
常
語
順
の
タ
イ
プ
①
に
対
し
、
有
標
的
な
構
文
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
、
主
語
を
も
た
ず
、
動
作
主
の
「
我
（
私
）」
の
み
を
目
的
語
に
置
く
、
有

標
的
な
「
Ｖ
了
我
一
Ｎ
」
構
文
が
い
か
に
し
て
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
ま
だ
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
こ
の

問
題
に
立
ち
入
る
余
裕
が
な
い
が
、
今
後
の
研
究
で
引
き
続
き
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

（
11
）　

郭
姝
慧
2
0
0
6
：
47
で
は
数
量
詞
（
助
数
詞
）
を
伴
う
名
詞
フ
レ
ー
ズ
が
主
語
と
な
る
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
（ex

：「
一
本
书
找
了
我
整
整
一
下
午
（
た
っ

た
一
冊
の
本
を
探
す
の
に
、
午
後
の
時
間
が
す
べ
て
と
ら
れ
た
）」）、
こ
う
し
た
構
文
に
は
「
簡
単
に
済
ま
せ
そ
う
な
こ
と
で
、
思
い
の
外
長
時
間
と
ら
れ
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
主
語
に
立
つ
「
一
＋
数
量
詞
＋
Ｎ
」
の
形
を
も
つ
名
詞
フ
レ
ー
ズ
は
不
特
定
の
も
の
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

「
た
っ
た
一
つ
の
～
で
」
と
い
う
意
味
を
含
意
し
て
い
る
。

（
12
）　
（
20
）
～
（
22
）
が
「
倒
置
使
役
文
」
に
該
当
し
な
い
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
直
接
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
が
従
来
の
「
倒
置
使
役
文
」
に
関
す
る

定
義
、
分
析
を
も
と
に
下
し
た
判
断
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、（
20
）
～
（
22
）
の
よ
う
な
「
異
物
」
を
主
語
と
す
る
構
文
に
つ
い
て
の
記
述
、
分
析
が
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
。「
倒
置
使
役
文
」
に
関
す
る
論
文
で
も
、
こ
う
し
た
文
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
が
、
管
見
の
限
り
、
見
ら
れ
な
い
。


